
        一般社団法人山口県医師会平成２６年度第２１回理事会 

 

平成２７年２月５日(木) 午後５時～午後７時３９分 

 小田会長、吉本・濱本副会長、河村専務理事、弘山・萬・林・加藤・藤本・今

村常任理事、武藤・沖中・香田・中村・清水・原・舩津理事、山本・藤野監事 

 

協議事項 

１ 平成 27 年度事業計画(総論)について 

 第 19 回理事会で決定した基本方針に則り、新規の 4 事業を含む 17 事業を実施

することが決定した。 

 

２ 平成 27 年度予算について 

 （1）第 28 回全国健康福祉祭やまぐち大会にお ける広告協賛について 

 本年 10 月 17～20 日に、山口県の引受けにより開催される標記大会において配

布される総合プログラム等への広告協賛依頼があり、協賛額を 20 万円とすること

が決定した。 

 （2）山口大学医学部医学科高度学術医育成コー スの奨学金について 

 法医学を中心とする基礎系分野の人材を育成するため、毎年 2 名ずつ奨学金を

貸与することとし、奨学金総額の 1 割を限度額として本会が助成することとして

いたが、平成 24 年度より 3 年連続貸与希望者がいないことから、来年度より予算

計上しないことが決定した。 

 

３ 日医第 5 回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」の事例発表

について 

 第 17 回理事会において、標記ワークショップのテーマを協議し日医に提案して

いたところ、テーマの採用及び事例発表の諾否について打診があった。「保険指導

にかかわるピアレビュー」について萬 常任理事が発表することが決定した。 

 

４ 山口県医療保険関係団体連絡協議会の提出議題について 

 データヘルス計画の対応等、2 題について提出することが決定した。 

 

５ KRY 山口放送健康フォーラムの後援について 

 山口放送株式会社主催により、平成 27 年 5 月 23 日（土）に周南市文化会館に

おいて、「腸内環境（お腹の具合）」をテーマにフォーラムが開催される。名義後

援の依頼を承諾することが決定した。 

 

６ 第 134 回日本医師会臨時代議員会における質問について 

 中国四国医師会連合委員長より、3 月 29 日に開催の標記代議員会における質問

の提案依頼があり、「医師会の組織強化」について質問することが決定した。 

 



報告事項 

１ 郡市医師会地域包括ケア担当理事会議（1 月 22 日） 

 新たに郡市医師会より選任された担当理事において第 1 回会議を開催し、山口

県担当課（室）より介護保険事業等の説明後、地域における現在の取組み状況に

ついて意見交換を行った。（河村） 

 

２ 第 2 回禁煙推進委員会（1 月 22 日） 

 県医師会報掲載の「禁煙推進委員会だより」、禁煙教育用スライドの作成、研修

会の開催等、今後の取組みについて協議を行った。（藤本） 

 

３ 医事案件調査専門委員会（1 月 22 日）  

 病院 1 件、診療所 1 件の事案について審議を行った。（林） 

 

４ 山口県福祉サービス運営適正化委員会第 88 回苦情解決部会（1 月 22 日） 

 平成 26 年度 4～12 月の苦情相談の現状等について審議した。（今村） 

 

５ 第 2 回山口県医療対策協議会医師配置調整部会（1 月 23 日） 

 医師修学資金貸与者の返還免除勤務、医師修学資金貸付制度の見直し等につい

て協議を行った。（小田） 

 

６ 日医生涯教育協力講座セミナー「かかりつけ医のための泌尿器疾患診療のポ

イント」 (1 月 24 日) 

 「泌尿器疾患診療のポイント」をテーマに開催された。島根大学医学部泌尿器

科学の椎名浩昭 教授による「前立腺がんの診断ポイント～PSAから画像診断へ～」、

名古屋大学大学院医学系研究科泌尿器科学の後藤百万 教授による「排尿障害の診

療と治療」の特別講演 2 題及びシンポジウム「ご紹介いただきたい泌尿器疾患」

が行われた。参加者 59 名。（吉本） 

 

７ 医療事故調査制度に関する勉強会（1 月 24 日） 

 医療事故調査制度が本年 10 月 1 日に施行されることから、平成 19 年より「診

療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業（厚生労働省補助事業）」の地域事務

局として事業を実施している福岡県医師会において、医療事故調査の現況や問題

点等についてご教示いただいた。（林） 

 

８ かかりつけ医機能強化研修会（1 月 25 日） 

 本会主催により、「高血圧症」「健康相談」「在宅医療」「認知症」等 9 項目につ

いて講義を行い、受講修了者 53 名に修了証書を交付した。（藤本）  

 

９ 地域包括ケアフォーラム in 岩国（1 月 25 日） 

 山口県、岩国市及び山口県立大学の主催で開催され、シンポジウム「各職種に



よる『協働』の理念に基づく地域包括ケアシステムの構築」のシンポジストを務

めた。参加者は、医療・介護従事者等 380 名であった。（河村） 

 

10 全国有床診療所連絡協議会 中国四国ブロック会総会（1 月 25 日） 

 総会では、平成 25 年度事業報告及び収支決算報告が承認され、その後、厚生労

働省医政局地域医療計画課・医師確保等地域医療対策室（併）在宅医療推進室の

佐々木昌弘 室長による「医療法改正で有床診療所は何が変わるか・変わったか」、

日本医師会の鈴木邦彦 常任理事による「地域包括ケアにおける有床診療所の役割」

の特別講演 2 題が行われた。また、全国有床診療所連絡協議会庶務会計・防災担

当の田坂健二 常任理事から平成 25 年度補正予算における有床診療所等のスプリ

ンクラー等施設整備事業の執行状況について情報提供が行われた。（香田） 

 

11 山口県病院協会との懇談会（1 月 27 日） 

 近況情勢について意見交換を行った。（河村） 

 

12 山口行政評価事務所行政懇談会（1 月 27 日） 

 行政評価事務所の業務概要報告の後、内閣官房行政改革推進本部事務局担当官

より「政府における行政改革の動向～超少子高齢化社会の進展、危機的財政状況、

地域社会の衰退などの状況下での国・行政のあり方について～」として、行政評

価・監視の結果報告が行われた。（事務局長） 

 

13 日医第 1 回学術推進会議（1 月 28 日） 

 座長及び副座長の選任後、今期会議の進め方等を検討し、各委員より「遺伝子」

にかかわる意見発表を行った。今後は、会長からの諮問事項「遺伝子診断・遺伝

子治療の新しい展開－学術推進の立場から－」の答申に向けて準備を行っていく。 

（小田） 

 

14 山口県動物由来感染症情報関連体制整備検討会第 2 回会合（1 月 28 日） 

 平成 26 年度動物由来感染症予防体制整備事業に係る調査結果及び報告書等の

作成について協議を行った。（今村） 

 

15 自賠責保険研修会（1 月 29 日） 

 （医）慶仁会やました整形外科（兵庫県）の山下仁司 院長による特別講演「交

通事故診療の基本的流れとトラブル対処法」及び損害保険料率算出機構山口自賠

責損害調査事務所の野口 彰 所長による講演「自賠責保険のしくみ」が行われた。

参加者 70 名。（舩津） 

 

16 山口県自動体外式除細動器(AED)普及促進協議会・郡市医師会救急医療担当理

事合同会議（1 月 29 日） 

 山口県防災危機管理課及び地域医療推進室より「平成 25 年度山口県の救急の現



状」、山口大学医学部附属病院先進救急医療センターの金田浩太郎 講師より「ド

クターヘリの出動実績」について報告が行われた。また、「JMAT やまぐち」の登

録状況、AED 資器材の貸出状況、除細動器及び AED の設置状況調査の結果報告を

行った。（弘山） 

 

17 第 4 回学校心臓検診検討委員会（1 月 29 日） 

 平成 24・25 年度山口県学校心臓検診報告書、平成 27 年度事業計画等について

協議を行った。（藤本） 

 

18 第 3 回山口県糖尿病対策推進委員会（1 月 29 日） 

 平成 26 年度事業報告及び平成 27 年度事業計画について協議した。（藤本） 

 

19 第 2 回山口県いじめ問題対策協議会（1 月 29 日） 

 いじめの現状と課題について協議し、各団体等におけるいじめの防止等に向け

た取組み報告及び連携のあり方について協議を行った。（藤本） 

 

20 特定共同指導（1 月 29・30 日） 

 病院 1 機関について実施され立ち会った。（萬、清水） 

 

21 日医第 2 回「2020.30」推進懇話会（1 月 30 日） 

 横倉義武 会長より「日本医師会の医療政策」、道永麻里 常任理事より「勤務医

の健康支援」について説明後、質疑応答が行われ、出席者は 110 名であった。本

懇話会は、日医会内の意思決定機関並びに政策検討の場への女性医師参画の推進

を目的として平成 23 年度から始められ、今回（７回目）で延べ 540 名の出席とな

った。（今村） 

 

22 第 47 回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会理事会（1 月 31 日） 

 平成 25 年度事業報告及び収支決算報告の承認、平成 27 年度事業計画・予算案

についての協議を行い、児童生徒の心臓病・生活習慣病に関する要望が提案され

採択された。また、平成 27 年 4 月から若年者心疾患・生活習慣病対策協議会事務

局が変更となることが承認された。（萬） 

 

23 第 47 回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会（2 月 1 日） 

 広島県医師会引受けにより開催。総会では平成 25 年度事業・決算の承認、平成

27 年度事業計画・予算について審議された。続いて、「学校現場での医療行為を

考える」をテーマにワークショップ、一般演題 2 題、聖路加国際病院循環器内科

の丹羽公一郎 部長による「成人となった先天性心疾患」、鳥取大学母性・小児家

族看護学の花木啓一 教授による「小児肥満とメタボリックシンドローム－個人と

社会の生活習慣－」、広島市立広島市民病院循環器小児科の鎌田政博 主任部長に

よる「カテーテル治療から見た学童期の先天性心疾患」の特別講演 3 題が行われ、



最後に日本医師会の道永麻里 常任理事の総括が行われた。（今村） 

 

24 第 2 回母体保護法指定医師研修会（2 月 1 日） 

 平成 26 年 4月 1日に改正した「母体保護法指定医師の指定基準」の施行に伴い、

母体保護法指定医師の新規指定及び更新の際に「母体保護法指定医師研修会」の

受講が必須となったため、指定基準に則ったカリキュラムにおいて、本年度 2 回

目の研修会を開催した。受講者 22 名。（藤野） 

 

25 山口県肝炎対策協議会（2 月 3 日） 

 肝炎ウイルス検査事業、陽性者フォローアップ事業、肝炎治療特別促進事業に

かかわる事業報告及び平成 27 年度山口県肝疾患専門医療機関の指定について協

議を行った。（小田） 

 

26 日医社会保険診療報酬検討委員会（2 月 4 日） 

 日医会長からの諮問事項「平成 26 年度診療報酬改定の評価」について、各学会・

医会、ブロック委員による集約資料が提出され、説明が行われた。（萬） 

 

27 広報委員会（2 月 5 日） 

 会報主要記事掲載予定（3・4 月号）、来年度の県民公開講座、tys「スパ特」の

テーマ等について協議を行った。（今村） 

 

28 会員の入退会異動 

 入会 5 件、退会 4 件、異動 15 件。（2 月 1 日現在会員数：1 号 1,303 名、2 号 890

名、3 号 439 名、合計 2,632 名） 

 

 

医師国保理事会  第１５回 

１ 第 2 回通常組合会について 

 2 月 19 日開催の組合会に上程する 4 議案等について協議、議決した。 

 

２ 傷病手当金支給申請について 

 1 件について協議、承認。 

 

３ 保険料減額申請について 

 育児支援制度対象の 1 件について協議、承認。 

 

 


